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マ
ル
ケ
イ
融
資
を
ご
利
用
下
さ
い
﹇
年
利
1.05
％
で
１
千
万
ま
で
（
６
月
６
日
現
在
）。
無
担
保
・
無
保
証
人
﹈

「
商
工
習
志
野
」
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
会
報
は
、
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
頂
け
ま
す
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ
…http://w

w
w
.narashino-cci.or.jp

Ｅ
メ
ー
ル
…key21@

narashino-cci.or.jp

ＩＴセミナー開催中です。（問合せ：当所中小企業支援室まで）
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▲親方みずからがちゃんこをふるまう

Narashino Chamber Of Commerce & Industry
 

★
吉
原
先
生
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　

除
幕
式

　

続
い
て
行
わ
れ
た
除
幕
式
で

は
、
情
報
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し

く
、
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
付
携
帯
電
話

を
使
用
し
、
新
会
館
入
口
に
あ
る

館
名
板
を
会
場
の
大
ス
ク
リ
ー
ン

に
映
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
約
１

　

５
月
26
日
㈪
・
27
日
㈫
、
習
志
野
商
工
会
議
所
会
館
４
階
大
ホ

ー
ル
に
お
い
て
、新
会
館
竣
工
披
露
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

初
日
は
、
習
志
野
市
長
を
は
じ
め
千
葉
県
、
県
議
会
議
員
、
習
志

野
市
、
市
議
会
議
員
、
当
所
常
議
員
、
２
日
目
は
、
県
内
商
工
会

議
所
会
頭
、
専
務
理
事
、
当
所
議
員
の
皆
さ
ま
を
お
招
き
し
て
の

式
典
を
開
催
。
両
日
あ
わ
せ
て
約
２
０
０
名
の
方
々
が
参
加
し
、

習
志
野
市
の
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
商
工
会
議
所
会
館
の
門

出
を
祝
い
ま
し
た
。

 

★
故 

久
保
勇

　
　
　
　

初
代
会
頭
を
偲
ぶ

　

式
典
の
開
会
に
あ
た
り
、
志
村

征
一
会
頭
か
ら
「
新
会
館
の
竣
工

に
あ
た
り
、
関
係
者
各
位
の
絶
大

な
ご
理
解
と
ご
協
力
に
厚
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

「
産
業
振
興
」「
産
学
官
民
の
交
流
」

「
情
報
発
信
」
の
拠
点
と
し
て
、

そ
の
機
能
を
十
分
発
揮
し
、
豊
か

で
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
の
実
現
に

貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す｣

と
い
っ

た
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
故 

久

保
勇 
初
代
会
頭
を
は
じ
め
、
商

工
会
議
所
会
館
の
設
立
か
ら
基
盤

作
り
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
、
今

は
亡
き
役
員
・
議
員
の
方
々
の
偉

大
な
功
績
に
対
し
黙
祷
を
捧
げ
ま

し
た
。

ヵ
月
を
か
け
て
製
作
し
た
と
い
う

吉
原
秀
敏
氏
（
聚
華
会
書
道
教
室

代
表　

当
所
会
員
）
に
よ
る
掛
け

声
の
も
と
、
参
加
者
全
員
の
熱
き

思
い
を
「
習
志
野
商
工
会
議
所
」

の
文
字
に
吹
き
込
み
ま
し
た
。
ま

た
、
２
日
目
の
荒
木
勇
市
長
の
あ

い
さ
つ
で
も
、
同
じ
く
テ
レ
ビ
カ

メ
ラ
付
携
帯
電
話
を
使
用
し
、
市

長
室
か
ら
テ
レ
ビ
あ
い
さ
つ
を
行

う
な
ど
、
IT
を
駆
使
し
た
式
典
と

な
り
ま
し
た
。

 

★
阿
武
松
部
屋
力
士
が

　
　
　
　

ち
ゃ
ん
こ
で
祝
宴

　

式
典
に
続
い
て
行
わ
れ
た
祝
宴

会
で
は
、
習
志
野
市
に
あ
る
相
撲

部
屋
「
阿
武
松
部
屋
（
阿
武
松
広

生
親
方
：
元 

益
荒
雄
関
）」
の
力

士
達
に
よ
る
ち
ゃ
ん
こ
鍋
が
用
意

さ
れ
、
参
加
し
た
方
々
に
振
舞
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
千
葉
工
業
大

学
情
報
科
学
部
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
学
科
（
三
井
田 

惇
郎
教
授
：

当
所
情
報
戦
術
委
員
会
メ
ン
バ

ー
）
の
学
生
さ
ん
た
ち
が
、
市
内

商
店
街
や
工
業
団
地
な
ど
の
会
員

企
業
を
訪
問
し
な
が
ら
製
作
し
た

「
商
工
会
議
所
会
館
PR
ビ
デ
オ
」

が
上
映
さ
れ
、
終
始
な
ご
や
か
な

雰
囲
気
の
も
と
、
２
日
間
の
式
典

が
終
了
し
ま
し
た
。

築
物
・
美
術
品
が
数
多
く
存
在
す
る
、

情
熱
の
国
「
ス
ペ
イ
ン
」
を
訪
れ
ま

す
。
現
地
商
工
会
議
所
と
の
意
見
交

換
会
や
世
界
遺
産
「
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ

宮
殿
」
の
見
学
な
ど
を
予
定
し
て
い

ま
す
。（
企
画
：
工
業
部
会　

旅
行

主
催
：
Ｊ
Ｔ
Ｂ
）

日
時
＝
平
成
15
年
10
月
13
日
㈪
〜
10

月
20
日
㈪
６
泊
８
日

場
所
＝
ス
ペ
イ
ン
（
マ
ド
リ
ー
ド
、

セ
ビ
リ
ア
他
）

費
用
＝
約
33
万
円
（
30
名
以
上
の

場
合
）

募
集
人
員
＝
35
名

申
込
み
＝
中
小
企
業
支
援
室 

（
斎

藤
）
☎
（
４
５
２
）
６
７
０
０
ま
で

 

★
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

日
時
＝
６
月
24
日
㈫
午
後
６
時
30
分

（
受
付
６
時
）

会
場
＝
千
葉
エ
ー
ス
レ
ー
ン
（
習
志

野
市
津
田
沼
２-

４-

19
）

参
加
費
＝
３
千
円
（
１
名
分
）

対
象
＝
当
所
会
員
事
業
所
従
業
員
及

び
家
族
等

募
集
人
数
＝
80
名
（
先
着
順
）

申
込
み
＝
中
小
企
業
支
援
室
（
山
野

井
）
☎
（
４
５
２
）
６
７
０
０
ま
で

 

★
第
16
回
海
外
経
済
視
察

　

今
回
は
、
中
世
の
都
市
文
化
と
、

偉
大
な
芸
術
家
達
が
生
み
出
し
た
建

　

新
会
館
竣
工
記
念
事
業
の
一
環
と

し
て
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
と
海
外
経

済
視
察
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

い
ず
れ
も
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▲吉原秀敏先生と冨美子夫人

▲千葉工大生が会館PRビデオを作成

新たな経済・社会・文化振興の
シンボルとして

～新会館竣工披露記念式典を開催～

新
会
館
竣
工
記
念
事
業

　

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
＆
海
外
経
済
視
察 

参
加
者
募
集

習志野商工会議所報

▲新たな門出を祝う（上：式辞を読み上げる志村会頭）

▲中世の街なみが残るマドリード地方



商 工 習 志 野 第１９５号（２）平成１５年６月１０日発行

★商業部会（食品業分科会）

●主な活動計画

・ポイントカード導入の

　研究事業

・街づくり会社設立に向

　けた研究会の発足

・大型店との共存共栄推進

・ホームページ自動作成サービスによる商店街

・個店情報発信

・サービス券の発行等（IT 化推進）

●役員構成（敬称略）

・部会長…高橋 賢（三興ベンディング㈱）

・副部会長…中島 敏夫、佐久間 善男

　　　　　  司茂 實瑠、那智 甲子雄

★工業部会

●主な活動計画

・ISO取得促進事業

・データベース整備事業

・産学官交流事業
（インターンシップ・技術交流会の開催、TLOの活用）

・異業種交流会、先進工業地視察

●役員構成（敬称略）

・部会長…田中 孝哉（タナカ工業㈱）

・副部会長…樋口 恵己、石川 康興、白鳥 豊、飯島 政雄

★青年部

●主な活動計画
・地域振興、社会福祉

　事業福祉団体との事

　業提携、各種イベン

　トへの参加）

・ホームページ活性化事業

・会員交流事業（家族例会、OB会の実施）

●役員構成（敬称略）
・会長…木村 修平　（㈱花駿）

・副会長…白鳥 浩義、宮西 盛一郎

　　　　  村越 隆之

★女性会

●主な活動計画
・地域振興福祉活動

  （市民まつり、フリー
　マーケット、チャリ
　ティーダンスパーテ
　ィーの実施 他）

・関係団体との交流

・視察研修会の実施

●役員構成（敬称略）
・会長…浜名 靖子（㈱豊栄工業）

・副会長…村田 京子、駒井 かよ子

★サービス業部会（金融業分科会）

●主な活動計画

・ビジネス交流会の実施

・ホームページによる情報

　発信事業

・福祉ビジネス、環境問題

　の研究

・福利厚生事業の実施

●役員構成（敬称略）

・部会長…岩澤 良隆

　（㈲スパックスヘルスプラン研究所）

・副部会長…佐々木 秀夫、渡辺 公雄

　　　　　  門馬 嘉夫、増田 彰司

★建設業部会

●主な活動計画

・受発注機会の提供支援

・ISO取得促進事業

・住宅修繕の斡旋と相談

・緊急地域経済対策事業の継続

●役員構成（敬称略）

・部会長…安西 光男（㈱ナラデン）

・副部会長…鯨井 徹、鈴木 幸夫、安斎 順、大島 隆司

商
業/

工
業/

サ
ー
ビ
ス
業/

　
　
　

建
設
業/

青
年
部･

女
性
会

　

 
平
成
15
年
度
事
業
計
画
を
発
表

飲食店経営セミナー
　
主催：

習志野商工会議所
　　　　習志野食品衛生組合連合会

テーマ　「こんな時代でも繁盛する 
街かどの＂名店＂を目指せ！」

　今、お客様が求めているのは、街かどにた
たずむ「名店」です。住まいや仕事場の近く

にある何気ない店が、実は心和む隠れ実力派

です。そんな「名店」を創り出す考え方と方

法を教えます。

講　師
　安岡 裕二 氏　経営コンサルタント
日　時＝平成15年 7月 17日㈭　
　　　　　午後2時～ 4時
会　場＝商工会議所会館　大会議室
受講料＝無料

　

習
志
野
商
工
会
議
所
で
は
、
会

員
企
業
が
営
ん
で
い
る
主
要
な
事

業
の
種
類
ご
と
に
各
部
会
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
部
会
活
動
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
業
種
別
立
場
か
ら
、
21

世
紀
の
習
志
野
市
産
業
の
活
性
化

に
向
け
た
具
体
的
な
活
動
方
針
や

意
見
具
申
を
、
直
接
会
議
所
運
営

に
反
映
さ
せ
る
重
要
な
機
関
と
な

っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
役

員
構
成
と
主
な
事
業
内
容
を
ご
報

告
し
ま
す
。

部会長　高橋　賢

部会長　岩澤 良隆

会長　木村 修平 会長　浜名 靖子

部会長　安西 光男

部会長　田中 孝哉

▲地元学生によるインターン
シップ（工業部会）

▲ビジネスチャンスをつかめ
（サービス業部会）



新会館
特集

保存版
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‒内 容‒
◆ 竣工によせて
　　「習志野商工会議所会頭あいさつ」
◆ 全館概要
◆ 利用方法・料金
◆ 案内図

Narashino Chamber Of Commerce & Industry

竣工によせて　

　商工会議所新会館の完
成に当たり、一言ご挨拶
を申し上げます。
　昭和 62 年、習志野商
工会議所創立以来の悲願
でありました新会館が、
このたび竣工の運びとな
りました。これもひとえ
に役員、議員、会員の皆
様はもとより県、市ご当局をはじめ、各種団体
および地域の方々の絶大なご理解とご支援の賜
物と厚くお礼を申し上げる次第でございます。
　新会館は、本市商工業の振興はもとより、地
域社会の活力ある発展への貢献を目標に建設い
たしましたが、「産業振興」「産学官民の交流」「情
報発信」の三つの拠点としての機能を十分に発
揮して、皆様のご期待に応えうるものでござい
ます。
　特に、先進的な情報システムを施した IT ル
ーム、収容人数や用途に応じて使い分けが可能
で、落ちついた雰囲気の大小会議室は、各種会議、
研修、展示会等、多目的に利用できるほか、機
能性を重視した事務室など、本市の新たな経済・
社会・文化振興のシンボルとして相応しいもの
と自負しておりますので、会員の皆様をはじめ、
市民の方々に気軽にご利用していただきたいと
願っております。
　当所といたしましては、会館の完成を機に決意
を新たに商工会議所活動の原点とも言うべき「会
員起点」の考え方に立ち返るとともに、広く市民
の皆様に親しまれ、信頼される商工会議所をめざ
して、さらなる努力を重ねるとともに、活力ある
習志野経済の形成と豊かで魅力ある街づくりの実
現に貢献してまいる所存でございます。
　会員企業の皆様をはじめ、関係各位のますま
すのご発展を祈念申し上げますとともに、当所
に対する変らぬご支援とご協力をお願い申し上
げ、ご挨拶とさせていただきます。

　　　　平成 15 年 5 月吉日
習志野商工会議所　会頭　　志村　征一

「商工会議所会館がオープン」

３F  ＩＴルーム（20台常設）

商工習志野（会館特集）

３F特別会議室（22席）

～目的に応じた利用が可能です～



４F 大会議室（多目的スペース）
・大会議室（定員 130名）
10 ～ 20 名程度のサークル活動から、最大 130 名までの講演会まで、用途に
合わせ自由に間仕切りできます。企業の研修センターとして、また、音響・映
像設備も整っていますので、ミニコンサートやダンスホール、パーティー会場
としてもご利用できます。

３F IT ルーム 特別会議室 研修室
・ITルーム（定員20名）
　当所で実施する ｢パソコン教室 ｣のほか、一般貸し出しも行っています。地域
や商店街単位での IT セミナーにご利用ください。
　　・使用パソコン　富士通FMV　・使用OS　Windows xp
・研修室（定員８名）
・特別会議室（定員22名）
　会議・打合せやお得意先との商談の場所としてご利用ください。
・パントリー
　簡単な調理ができるようキッチン、オーブンレンジ、食器洗い機等が設備してあります。

２F 事務所
・中小企業支援室では、金融・税務・労務等の経営相談や資金融資の申
し込み、各種施策（専門家派遣・情報化・創業・助成金）支援、講習会・
セミナー等を行っています。

・経営室では、会員サービス事業、会館会議室の貸し出しや各種検定、
各種共済を行っています。

・談話室、受付窓口の一角には情報コーナーがあります。無料でインタ
ーネットを利用（30 分まで）できるほか、大型ディスプレイを使っ
て企業情報を検索できます。

・物産展示室には、習志野市ふるさと産品をはじめ、市内会員事業所の
製品・商品等を紹介しています。

会議室使用料

申込方法等（現在申込受付中）

区　分
パソコン
マルチメディアプロジェクター
放送設備
ホワイトボード

金額（１台１時間当たり）
100円
1,000円
1,000円
1,000円（その他、消耗品実費）

注　ア、上記金額は9 18 1時間当たりの金額とする。

　　　　使用時間が1 1時間として計算する。

　　イ、18時以降及び職員の休日に使用する時は、別途会館の管理委託先に支払う委託料相

　　　　当額を使用料に加算する。（1,200円/時間）

　　ウ、官公庁及び団体の構成員の2

　　　　会員区分の使用料を適用する。

　　エ、年間を通じて定例的、継続的に会館を使用する場合は、上記金額から10％相当額を

　　　　減額する。

〔単位　円〕（1）会議室使用料

（2）備品の使用料

使用時間………午前９時～午後10時
休 ………年末年始

45分

問 合 せ TEL（452）6700

区 　 分
会 　 員
一 　 般

6,000
7,800

中会議室
2,000
2,600

小会議室
400
500

特別会議室
5,000
6,500

ルーム
1,600
2,000

皆が集い・学ぶ「情報発信基地」

商工習志野（会館特集）

特別会議室

ITルーム

物産展示室



皆が集い・学ぶ「情報発信基地」

商工習志野（会館特集）

フロア案内図

大会議室

研修室

受付カウンター

駐車場



商工習志野（会館特集）

1987/ 昭和６２年　　４月
1988/ 平成６３年　１２月
1992/ 平成　４年　　３月
1994/ 平成　６年　　８月
1995/ 平成　７年　　４月
2000/ 平成１２年　　５月
　　　　　　　　　１０月
　　　　　　　　　１２月
2001/ 平成１３年　　１月
　　　　　　　　　　２月
　　　　　　　　
　　　　　　　　　　３月
　　　　　　　　　　４月
　　　　　　　　　１１月
2002/ 平成１４年　　２月
　　　　　　　　
　　　　　　　　　　５月
　　　　　　　　　　８月
　　　　　　　　
　　　　　　　　　　９月
　　　　　　　　　１０月
2003/ 平成１５年　　３月
　　　　　　　　　　４月
　　　　　　　　　　５月

習志野商工会議所設立　設立総会において会議所会館建設を表明
会館建設特別委員会を設置し、県内外の会議所会館を視察
会館建設積立を開始
習志野市へ公有地借用の要望書を提出
役員、議員による会館建設協力金の積立を開始
会館建設特別委員会で市有地の購入を協議
常議員会、臨時総会において新会館用地の取得を承認
習志野市と土地売買契約を締結
会館建設設計業者の公募
会館建設特別委員会　第１次設計業者選考会開催
（設計業者４社によるコンペ方式決定）
会館建設資金協力金活動推進委員会を設置
第２次設計業者選考会開催（設計業者を㈱環境設計工房に決定）
会館建設総決起大会を開催
千葉県、習志野市から会館建設補助金の内示
会館建設推進会議（６地区）を開催、建設協力金募集活動を開始
常議員会において施工業者の選定方法を決定
会館建設特別委員会開催（公募型指名競争入札により施工業者を
白井建設㈱に決定）
習志野市議会において会館建設補助金の追加補正額を可決
地鎮祭を挙行　建設に着工
千葉県及び習志野市において諸検査を実施
白井建設㈱より新会館の引渡し
新会館に移転し業務開始

会館建設の経緯

建設概要

      〒 275－ 0016　習志野市津田沼４－11－ 14

　　047(452)6700　　 047(452)6744

　　key21@narashino-cci.or.jp

　　http://www.narashino-cci.or.jp

習志野商工会議所
～商工業者の良きパートナーとして
      さらなる地域産業の発展に向けて～

Ad d

建設場所
敷地面積
構 造
規 模
工事期間

施設内容

習志野市津田沼 4丁目 11 番 14 号
145.7m2　（約 313.79 坪）
鉄筋コンクリート造り
地上４階　塔屋１階
延床面積　1,037,332m2　

工事開始　平成 14 年 10 月
工事終了　平成 15 年 ３月

⑴
⑵
⑶
⑷
⑸

⑹

 案内図

施　　設 面積ｍ2

４　階 １大会議室 177
３　階 ２ITルーム 59

３研修室 34
４特別会議室 62
５貸室 16

２　階 ６サロン・展示室 54
７相談室 6
８記帳指導室 6
９会頭・専務室 6
10 事務室 177

１　階 11 駐車場 59
12 資料室 34
13 各階共用部分 62

合　計 1,037



　

Ｈ
15
年
度
で
は
、
福
祉
な
ど
の

事
業
で
地
域
振
興
を
行
う
こ
と
に

な
り
、
先
日
の
総
会
で
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
花
の
実
園
園
長
の
金
子

さ
ん
に
園
の
概
要
等
の
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

　

青
年
部
で
は
今
後
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
等
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
市
内
福
祉
施
設
と
の
連
携
を
図

り
、
福
祉
支
援
と
市
内
産
業
の
発

展
を
目
的
と
し
た
事
業
を
展
開
し

て
い
く
予
定
で
す
。

　

そ
の
他
、
６
月
下
旬
よ
り
イ
ベ

ン
ト
月
を
除
き
、
月
に
１
回
の
ペ

ー
ス
で
各
種
講
演
会
を
行
う
予
定

で
す
。
そ
れ
に
伴
い
市
内
の
あ
ら

ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
鉄
人
を
探
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
商
工
会
議
所 

原
田
ま
で
。
ま
ず
は
青
年
部
の
担

当
が
取
材
に
伺
い
ま
す
。

★
青
年
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
お

立
ち
寄
り
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
の

声
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

か
つ
て
、
わ
が
国
に
は
「
日

本
の
国
土
は
狭
く
、
土
地
の
供

給
に
は
限
り
が
あ
る
」
と
の
認
識

の
も
と
、
地
価
は
永
遠
に
上
昇
し

続
け
る
と
い
う
土
地
神
話
が
存
在

し
た
。
土
地
神
話
は
、
１
９
９
０

年
代
以
降
の
地
価
の
下
落
で
今
や

過
去
の
も
の
と
な
っ
た
が
、
こ
の

土
地
供
給
は
有
限
と
い
う
認
識
を

大
き
く
変
化
さ
せ
た
の
が
、
い
わ

ゆ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
だ
。

　

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
80

年
代
後
半
以
降
に
大
き
く
進
展

し
、
企
業
の
国
際
的
な
競
争
が
激

化
し
た
。
企
業
に
と
っ
て
コ
ス
ト

を
い
か
に
低
く
抑
え
る
か
が
至
上

命
題
と
な
り
、
そ
の
目
的
に
沿
っ

た
海
外
進
出
が
盛
ん
に
行
わ
れ

た
。
中
国
、東
南
ア
ジ
ア
等
で
は
、

労
働
者
の
賃
金
が
日
本
に
比
べ
て

け
た
外
れ
に
安
く
、
不
動
産
コ
ス

ト
の
水
準
も
極
め
て
低
か
っ
た
か

ら
だ
。
ち
な
み
に
、
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・
ユ
ニ
ッ

ト
社
が
行
っ
た
２
０
０
１
年
12
月

の
世
界
の
コ
ス
ト
比
較
で
は
、
日

本
の
不
動
産
コ
ス
ト
は
100
、
中

国
6.9
、
タ
イ
1.6
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
結
果
、
85
年
度
に
わ

ず
か
３
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
わ

が
国
製
造
業
の
海
外
生
産
比
率

は
、
２
０
０
１
年
度
に
は
14.3
％

に
達
し
た
。
高
い
競
争
力
を
保
つ

た
め
に
は
日
本
か
ら
出
て
い
く

と
い
う
選
択
肢
が
広
が
っ
て
き

て
い
る
の
だ
。
国
内
・
海
外
別

の
企
業
の
設
備
投
資
動
向
を
、

内
閣
府
「
企
業
行
動
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
」（
２
０
０
２
年
１
月
）

で
、
過
去
３
年
間
の
実
績
、
今

後
３
年
間
の
計
画
に
分
け
て
み

る
と
、「
海
外
で
増
加
・
国
内

で
減
少
」
と
答
え
た
企
業
の
比

率
が
そ
れ
ぞ
れ
40.2
％
、
54.7
％

と
い
ず
れ
も
最
大
で
あ
っ
た
。

　

も
し
、
こ
う
し
た
海
外
で
の
設

備
投
資
が
国
内
に
と
ど
ま
っ
て
い

た
ら
、
当
然
そ
の
分
、
土
地
に
対

す
る
需
要
は
高
ま
り
、
地
価
の
下

落
を
あ
る
程
度
抑
え
る
方
向
に
働

い
た
は
ず
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
90

年
代
以
降
の
地
価
下
落
の
背
景
に

は
、
こ
れ
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

要
因
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
限

り
が
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
た
土
地

の
供
給
が
、
実
は
海
外
に
は
限
り

な
く
あ
る
と
い
う
こ
と
を
日
本
企

業
に
認
識
さ
せ
、
土
地
神
話
の
大

前
提
を
覆
し
た
と
い
う
意
味
で
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
が
も
た
ら

し
た
イ
ン
パ
ク
ト
は
甚
大
だ
っ
た

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

み
ず
ほ
総
合
研
究
所

　
　
　

執
行
役
員　

公
文　

敬

「
地
価
の
下
落
」 

〜
背
景
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
〜

商 工 習 志 野（７）　第１９５号 平成１５年６月１０日発行

中小企業・時代を読み解くキーワード
（新シリーズ）

青
年
部
だ
よ
り

http://narashino-yeg.hp.infoseek.co.jp/15
/index.shtml

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

★
各
種
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

①
弥
生
会
計

日
時
＝
①
７
月
16
日
㈬
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
４
時
30
分　

②
７
月
16
日

㈬
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

（
い
ず
れ
か
ご
都
合
の
よ
い
日
を
選

択
下
さ
い
）

会
場
＝
商
工
会
議
所
会
館
IT
ル
ー
ム

定
員
＝
20
名

受
講
料
＝
３
千
円

②
商
業
施
策
説
明
会

日
時
＝
７
月
９
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜

会
場
＝
商
工
会
議
所
会
館

定
員
＝
30
名

受
講
料
＝
無
料

③
「
事
業
主
な
ら
知
っ
て
お
き
た

い
！
も
し
も
の
時
の
対
処
術
」

日
時
＝
７
月
１
日
㈫
午
後
２
時
〜

会
場
＝
商
工
会
議
所
会
館

定
員
＝
30
名

受
講
料
＝
無
料

④
売
れ
る
店
づ
く
り

日
時
＝
７
月
23
日
㈬
午
後
２
時
〜

会
場
＝
商
工
会
議
所
会
館

定
員
＝
30
名

受
講
料
＝
無
料

＊
す
べ
て
の
問
合
せ
は
、
習
志
野
商

工
会
議
所
中
小
企
業
支
援
室

☎
（
４
５
２
）
６
７
０
０
ま
で

★
千
葉
犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

設
立
準
備
会 

賛
助
会
員
募
集

　

犯
罪
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
の

精
神
的
、
経
済
的
負
担
等
を
取
り
除

く
た
め
の
社
会
的
支
援
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
目
指
し
、
標
記
設
立
支
援
セ

ン
タ
ー
を
設
立
し
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
賛
助
会
員
を

募
集
し
ま
す
の
で
、
趣
旨
に
ご
賛
同

い
た
だ
き
ぜ
ひ
ご
入
会
く
だ
さ
い
。

年
会
費
＝
法
人
（
団
体
）
１
口
２
万

円
（
口
数
制
限
な
し
）　

個
人
１
口

２
千
円
（
口
数
制
限
な
し
）

寄
付
＝
団
体
、
個
人
問
わ
ず
１
口
千

円
（
口
数
制
限
な
し
）

問
合
せ
＝
支
援
セ
ン
タ
ー
設
立
準

備
会
事
務
局
（
県
警
犯
罪
被
害
者

対
策
室
内
） 

☎
０
４
３
（
２
２
７
）

９
１
３
１
ま
で

★
中
小
企
業
の
再
生
を
支
援
し
ま
す

　

千
葉
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議

会
は
、
国
か
ら
の
委
託
を
請
け
、
千

葉
商
工
会
議
所
で
下
記
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

対
象
企
業
＝
中
小
・
中
堅
企
業
で

財
務
上
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
、

も
し
く
は
抱
え
る
懸
念
の
あ
る
企

業
で
、
将
来
性
の
見
通
し
の
明
確

化
が
可
能
で
再
生
の
実
現
可
能
性

が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
比
較

的
多
数
の
関
係
者
の
調
整
に
困
難

が
あ
る
も
の
。

相
談
時
間
＝
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

（
昼
除
く
）
土
・
日
・
祝
日
休
み

相
談
内
容
＝
取
引
や
政
策
金
融
等
の

情
報
提
供
、
個
別
支
援
チ
ー
ム
に
よ

る
経
営
改
善
計
画
の
作
成
支
援

相
談
体
制
＝
金
融
の
専
門
家
、
中
小

企
業
診
断
士
、
税
理
士
、
企
業
再
生

経
験
者
が
相
談
に
応
じ
ま
す

相
談
料
金
＝
無
料

問
合
せ
＝
同
協
議
会
☎
０
４
３

（
２
２
７
）
１
１
１
０
ま
で

★
「
昭
和
天
皇
記
念
館
」
建
設
募
金

へ
の
協
力
依
頼

　

昭
和
天
皇
御
生
誕
百
年
を
記
念
し

て
、
ご
遺
品
や
関
係
資
料
等
を
展
示

す
る
同
記
念
館
の
建
設
に
あ
た
り
、

㈶
聖
徳
記
念
財
団
か
ら
募
金
の
ご
案

内
が
あ
り
ま
し
た
。

募
金
額
＝
個
人
・
法
人
問
わ
ず
：
１

口
１
万
円
（
口
数
制
限
な
し
）

振
込
先
＝
千
葉
銀
行
中
央
支
店 

普

通 

「
昭
和
天
皇
記
念
館
」
建
設
募
金

推
進
本
部
世
話
人 

千
葉
滋
胤
口
座

番
号
（
３
８
８
０
７
４
０
）

問
合
せ
＝
千
葉
県
商
工
会
議
所
連

合
会 

事
務
局
次
長　

宇
井
洋
基
☎

０
４
３
（
２
２
２
）
７
１
１
０
ま
で

★
習
志
野
中
央
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク

ラ
ブ
会
員
募
集

　

習
志
野
中
央
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク

ラ
ブ
は
、
18
才
〜
30
才
ま
で
の
男
女

が
集
ま
り
、
奉
仕
活
動
を
通
じ
て
地

域
社
会
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

活
動
日
＝
毎
月
第
２
・
４
木
曜
日

活
動
場
所
＝
サ
ン
ロ
ー
ド
津
田
沼
６
Ｆ

会
員
数
＝
11
名

会
費
＝
月
３
千
円

連
絡
先
＝
松
岡
（
船
橋
市
坪
井
町

736-

187  　　

☎
０
９
０
（
６
６
５
３
）

６
１
４
９ 

ま
で

メ
ー
ル
＝narachuact@hotmail.com

IT 活用に迷ったら、まずご相談を！！

クーポン券・電子チラシで事業所PR
HPアドレス　www.narashino-cci.or.jp

　

当
所
で
は
、
会
員
企
業
を
対
象

に
、
事
業
所
PR
用
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
が
簡
単
に
作
成
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
誰
で
も

簡
単
に
、
し
か
も
い
つ
で
も
何
回
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で
す
。
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
を
お

持
ち
で
な
い
方
で
も
、
当
所
職
員

が
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て
お
伺
い
し

ま
す
の
で
安
心
で
す
。
お
買
い
得

商
品
の
宣
伝
や
ク
ー
ポ
ン
券
発
行

等
、
IT
活
用
に
迷
っ
た
ら
、
ま
ず

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

★
主
な
特
徴

・
ワ
ー
プ
ロ
感
覚
で
簡
単

・
月
々
千
円
の
低
コ
ス
ト

・
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
情
報
発
信

・
パ
ソ
コ
ン
が
な
く
て
も
OK

・
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

アクセス数ランキング（６/１現在）
1 位 総栄建設（株）（1175 回）
2位 リペアショップノア（1042 回）
3位 ちよだ鮨（1010 回）
4位 ㈱石原商店（850 回）
5位 築地魚勝（691 回）
6位 志むら料理教室（649 回）

▲当所ホームページのトップ画面



　

脱
サ
ラ
を
し
て
大
好
き
な
料
理

の
道
に
は
い
っ
て
27
年
。
常
に
研
究

心
旺
盛
で
、
新
し
い
味
を
生
み
出

す
こ
と
に
こ
だ
わ
り
を
持
ち
、
食

べ
た
人
が
感
動
す
る
よ
う
な
味
を

探
し
続
け
て
い
る
今
野
さ
ん
。
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
か
ら
お
い
し
も

の
を
い
ろ
い
ろ
と
食
べ
歩
い
て
い

た
そ
う
で
、
今
で
も
中
華
料
理
に

こ
だ
わ
ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
物
を

食
べ
歩
い
て
は
、
新
し
い
味
を
作

り
出
す
ヒ
ン
ト
に
し
て
い
る
と
か
。

　

そ
の
結
果
、
苦
心
の
末
に
作
り

出
し
た
と
い
う
自
慢
の
メ
ニ
ュ
ー

が
「
ざ
る
ラ
ー
メ
ン
」。
当
店
の

人
気
NO.1
メ
ニ
ュ
ー
で
リ
ピ
ー
タ
ー

も
多
い
そ
う
で
す
。

　

つ
け
麺
を
ヒ
ン
ト
に
し
た
と

い
う
「
ざ
る
ラ
ー
メ
ン
」
は
、
日

本
人
に
親
し
み
の
あ
る
日
本
そ
ば

風
で
、
ス
ー
プ
が
特
徴
的
。
寝
る

間
も
惜
し
ん
で
開
発
し
た
と
い
う

な
や
み
ご
と
・
相
談
受
付
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い  
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連
日
多
く
の
お
客
さ
ん
で
賑
わ
う
ラ
ー
メ
ン
屋
。
研
究
に
研
究

を
重
ね
た
そ
の
味
を
楽
し
み
に
、
わ
ざ
わ
ざ
遠
方
か
ら
も
多
く
の

お
客
さ
ん
が
来
る
そ
う
で
す
。
今
回
は「
手
打
ち
ラ
ー
メ
ン
珍
来
」

の
代
表
者 

今
野
曙
一
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

No 172

「
こ
の
ぎ
ょ
う
ざ
を
食
べ
な
き
ゃ
損
！
」 

 

手
打
ち
ラ
ー
メ
ン
珍
来

ス
ー
プ
は
、
み
そ
が
ベ
ー
ス
で
さ

っ
ぱ
り
と
し
た
中
に
も
コ
ク
が
あ

り
、
冷
た
い
ラ
ー
メ
ン
の
麺
と
の

相
性
が
抜
群
。
こ
こ
で
な
け
れ
ば

味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
味
で
、

遠
方
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
食
べ
に
来
る

と
い
う
の
も
う
な
ず
け
ま
す
。

　

ざ
る
ラ
ー
メ
ン
を
メ
ニ
ュ
ー
に

加
え
た
当
時
は
、
お
客
さ
ん
の
反

応
も
い
ま
ひ
と
つ
だ
っ
た
そ
う
で

す
が
、
今
で
は
注
文
の
70
％
以
上

を
占
め
る
ほ
ど
で
、
店
を
代
表
す

る
メ
ニ
ュ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
お
勧
め
な
の
が
餃

子
。
外
が
パ
リ
パ
リ
し
て
い
る
の

に
、
中
身
は
と
ろ
と
ろ
し
た
ペ
ー

ス
ト
状
で
、
口
の
中
で
ま
ろ
や
か

に
と
ろ
け
る
食
感
が
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。

　

創
業
当
時
か
ら
改
良
に
改
良
を

重
ね
、失
敗
と
成
功
を
繰
り
返
し
、

完
成
さ
せ
る
の
に
相
当
な
労
力
を

費
や
し
て
き
た
そ
う
で
す
が
、
最

近
に
な
っ
て
よ
う
や
く
自
分
で
納

得
の
い
く
も
の
が
毎
回
同
じ
よ
う

に
作
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
か
。

　

こ
の
こ
だ
わ
り
の
あ
る
具

は
、
一
般
的
な
材
料
を
使
っ
て
い

る
も
の
の
、
そ
の
素
材
の
一
番
お

い
し
い
部
分
だ
け
を
引
き
出
し
て

作
っ
て
い
る
そ
う
で
、
作
り
方
は

企
業
秘
密
だ
そ
う
で
す
。
そ
れ
だ

け
に
、
一
度
食
べ
れ
ば
本
当
に
お

い
し
い
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の

と
の
違
い
が
は
っ
き
り
と
わ
か
り

ま
す
。

「
一
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
つ
づ
け
て

い
き
た
い
で
す
ね
」と
今
野
さ
ん
。

現
在
は
坦
々
麺
や
丼
物
に
つ
い
て

も
研
究
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

今
野
さ
ん
の
情
熱
た
っ
ぷ
り
の

ざ
る
ラ
ー
メ
ン
と
餃
子
は
、
ま
さ

に
〝
食
べ
な
き
ゃ
損
！
〞
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▲社長の今野さん

会館竣工記念！
会員プレゼント
第 76 回

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
年
次
有
給
休

暇
を
全
て
消
化
す
れ
ば
、
12
兆
円

の
経
済
効
果
と
150
万
人
の
雇
用
創

出
が
期
待
で
き
る
。―

 

経
済
産
業

省
と
国
土
交
通
省
が
こ
ん
な
注
目

す
べ
き
報
告
書
を
ま
と
め
た
。

　

休
暇
が
増
え
れ
ば
余
暇
活
動
が

活
発
化
し
、
時
間
消
費
支
出
が
増

え
る
。
そ
れ
に
伴
っ
て
関
連
事
業

活
動
が
活
性
化
し
新
規
雇
用
創
出

も
期
待
で
き
る
と
い
う
も
の
。

　

両
省
が
ま
と
め
た
報
告
書
に
よ

れ
ば
、
雇
用
者
の
年
間
有
休
日
数

は
平
均
18
日
だ
が
、
実
際
は
９
日

し
か
消
化
さ
れ
な
い
。
残
り
の
９

日
が
休
日
に
回
れ
ば
、
旅
行
や
レ

ジ
ャ
ー
に
出
掛
け
る
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
が
増
え
る
他
、
衣
料
や
鞄
な
ど

関
連
商
品
も
拡
大
し
、
合
計
で
7.4

兆
円
の
消
費
を
喚
起
す
る
。

　

サ
ー
ビ
ス
業
だ
け
で
な
く
、
全

産
業
で
休
暇
中
の
人
員
減
を
埋
め

る
代
替
要
員
が
必
要
と
な
る
た
め
、

雇
用
は
150
万
人
増
加
。
消
費
は
さ

ら
に
4.4
兆
円
増
え
、
サ
ー
ビ
ス
や

関
連
商
品
と
合
わ
せ
て
12
兆
円
の

経
済
効
果
が
発
生
す
る
と
い
う
計

算
。
長
期
休
暇
制
度
基
盤
整
備
事

業
が
目
指
し
て
い
る
の
も
、
こ
の

よ
う
に
個
人
消
費
の
拡
大
や
雇
用

創
出
の
起
爆
剤
と
な
り
得
る
年
休

の
取
得
促
進
で
あ
る
。

誌
上
セ
ミ
ナ
ー
（
10
回
連
載
）

　

 

長
期
休
暇
制
度
基
盤
整
備
事
業
と
は
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

社
会
保
険
労
務
士　

島
田　

隆
司 幕張

I.C

←

国道14号・357号 方面

→
千葉・成田

方面

幕張
　本郷駅

京成
　千葉線

JR線

東京 方面

→

鷺沼４・５

京成
　　リブレ

コンビニ

千葉
信用金庫

営業時間… 平日11時00分～14時
　　　　　       17時～20時30分
 定 休 日… 毎週火曜日、第1・３月曜日

 手打ちラーメン珍来

京葉道路

▲自家製麺と餃子のお持ち帰りも可

①ランチブッフェ招待券　2組 4名様　幕張プリンスホテル 提供

幕張プリンスホテル【美浜区ひび野 2-3 ☎ 043（296）1111】様のご提
供により、ランチブッフェ招待券を 2組 4名様に。
オマール海老、パスタ、ローストビーフ、ホテル特製デザートなど、24種
類の中からお好きな料理をチョイスできます。月ごとに変わる特別食べ放
題をプラスして、初夏の爽やかなおいしさ
をお届けします。
その他にもディナーブッフェや平日の午後
8時以降のお得なプライス「アフター８デ
ィナーバイキング」、アニバーサリーケー
キプレゼントなどをご用意し、皆様のお越
しをお待ちしております。

②フラワーアレンジメント　5名　㈱ドリトル 提供
㈱ドリトル【香澄 6-16-4 ☎（451）1208】様のご
提供により、フラワーアレンジメントを 5名様に。
お誕生日をはじめとする各種お祝い事や、お見舞い、
送別、ご法事の花、アレンジメントまで、すべての
花に心を込めてお作りさせていただきます。全国に
お花をお届けする「花キューピット」も承ります。

③マイナスイオンうちわ　３名　㈲ベネフィット 提供
ギフト・ノベルティの企画・制作・販売の㈲ベネフ
ィット【津田沼３- ２-16 ☎（４７８）０１８８】
様のご提供により、扇ぐだけでマイナスイオンを発
生させる優れもののうちわを３名様に。
名入れもできるので、お店の宣伝効果バツグン！


